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議長 浦島 成友

あけましておめでとうございます。今期より議長を務めさせていただきます、北陸電機製造労働組合の浦島でござ
います。組合員の皆様におかれましては、健やかに新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。日頃より電機富山地
協の活動に対しまして、ご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
昨年を振り返りますと、組織の総力を挙げて取り組んだ第26回参議院議員選挙におきまして、県内組合員の皆様の

大変なご支援にあらためて感謝申し上げます。しかしながら、電機連合組織内議員「矢田わか子」の議席を失う結果
となりました。一方、新型コロナウィルスの状況は予断を許さないものの、ワクチン接種の進みや検査の利便性向上
などで、少しずつではありますが、顔を合わせる活動が増えてきたことは誠に喜ばしい限りです。本年も感染予防を
しっかりと行い、顔の見える活動，人と人のつながりを大切に活動を展開してまいります。
さていよいよ2023総合労働条件改善闘争が始まります。Withコロナの浸透により経済の回復が見られ、企業業績

は総じて良い状況にあります。しかしながら我々の生活状況は、4 0年ぶり物価高騰、エネルギー価格の高止まり、記録的な円安の影
響が直撃しており、厳しさを極め、年内においてもすぐには好転しない状況であります。このような状況だからこそ、これまで継続し
てきた賃上げの流れをより大きなものとして実現させなくてはなりません。連合はこの難局超えだけでなく未来へ繋ぐ方針をスローガ
ンに掲げ、電機連合もそれに呼応した高い要求方針で臨むことが示されております。政府主導で最低賃金は上昇傾向であるものの、慢
性デフレと急激インフレの狭間で企業も必死であります。組合役員はこれまで以上の労使協議を重ね、企業業績と組合員生活やモチ
ベーション維持を如何に両立させるかが肝要であります。組合員の皆様も関心をもっていただき、率直なご意見をお聞かせいただけれ
ばと思います。
最後になりますが、本年も富山地協は組合員の安心安全を目指し、全力で活動することをお誓いします。組合員の皆様におかれまし

ても御支援、ご協力をお願い申し上げます。
卯年は「飛躍」と「家内安全」であります。新型コロナが一日も早く収束し、皆様がご健康で幸多き年となりますことをご祈念申し

上げ、年頭のご挨拶とさせていただきます。
本年もよろしくお願い申し上げます。

副議長 横田 雄治 副議長 大﨑 大輝

副議長 後藤 肇副議長 川瀬 浩

あけましておめでとうございます。
今期より男女平等政策部会を担当しており
ます北陸電気工業労働組合の大﨑です。
この部会は地域における男女平等参画社

会を実現するために「地協における男女平
等政策の活動指針」に沿った活動を推進し
ます。
昨年の７月８日には女性活躍推進法の省

令が改正し、情報公表が義務化されている
女性の活躍に関する情報公表項目に「男女の賃金の差異」が追
加されました。ジェンダー平等の実現に向けた取り組みとして、
各組織におかれましてもこの「男女の賃金の差異」を含む男女
間の差異の根本的要因の解消に向けた労使協議をお願いいたし
ます。
今年も各部会と青年・女性委員会のメンバーと力を合わせ、

皆様のためになる取り組みを進めてまいりますので、ご支援・
ご協力のほどよろしくお願いいたします。

謹んで新年のお慶びを申し上げます。今期よ
り労働対策部会を担当しておりますＴＰＳＵ砺
波支部の川瀬です。
今年の干支は卯（うさぎ）です。その跳躍す

る姿から「飛躍」「向上」を象徴するものとし
て親しまれ、他にも「植物の成長」という意味
もあり、新しいことに挑戦するのに最適な年と
言われています。
新たな年を迎え、春闘の取り組みも本格化す

る時期になりましたが、今般の物価高を背景に例年以上に〝政労
使″による賃上げの機運が高まっています。これを追い風に私たち
労働組合は、従来とは一線を画した新しい視点で交渉に臨み、卯
年に相応しい回答を引き出すことで組合員の幸せにつなげて行き
たいと思います。共に頑張りましょう。
結びに今年も皆さまとご家族が健やかにお過ごしになれますよ

う心よりお祈り申し上げまして、新年のご挨拶とさせていただき
ます。

あけましておめでとうございます。今期より、
政策・制度部会を担当しておりますＴＰＳＵ魚
津支部の横田です。
まずは、昨年７月の第２６回参議院議員選挙で
の電機連合組織内公認候補「矢田わか子」に対
します皆様方の懸命な取り組みに感謝申し上げ
ます。結果は残念ながら、国民民主党の比例獲
得議席数３に対し４位となり、２期目の当選を
果たすことができませんでした。しかしながら、
矢田さんは、電機連合政治アドバイザー及び、国民民主党顧問で
もありますので、引き続き我々の暮らしや電機産業界をより良く
するための活動をお願いしたいと思います。
また、今年は統一地方選挙もありますので電機連合の方針に基

づき、連合富山と連携し取り組んで参りますので皆様のご理解と
ご協力をお願いいたします。

あけましておめでとうございます。今年
度から福祉共済の部会を担当することにな
りました副議長のコーセル労働組合 後藤
です。
組合員の皆様におかれましては健やかに

新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。昨年
昨年末の共済会議は、新型コロナの感染後、久
久しぶりのリアルとＷＥＢでの開催が出来
ました。多数のご参加ありがとうございま
した。
昨年11月から、こくみん共済coopのマイカー共済の割引率

が３０％に拡大いたしました。また、電機の共済についても毎
年制度改定がなされ、保障の充実が図られております。各労組
におかれましては、長期目標であります各共済の加入率４０％
に向けて、2023年も共済の推進活動にご理解、ご協力のほど
よろしくお願いいたします。
本年もどうかよろしくお願いいたします。



女性委員長 伊藤 結（TPSU砺波支部）

青年委員長 入江 仁（北陸電気工業労組）

書記 末村 夏子

明けましておめでとうございます。
今年度より青年委員長を務めさせて頂きま

す北陸電気工業労組の入江と申します。
委員歴は浅いですが、青年委員長として労組
間の交友を深めるイベントを企画し電機連合
を盛り上げるために頑張りますので皆様のご
指導ご鞭撻のほどよろしくお願いします。
今年度も昨年度に引き続き新型コロナウィ

ルス感染症に配慮した形での活動になると予
想されます。先の見えない状況ではあります
が、あらゆる変化に臨機応変に対応し労組間の交友関係を広げる
機会になるような企画・運営を実施したいと考えておりますので
組合員の皆様にはご理解とご協力をお願い致します。
本年も皆様のますますのご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げ
新年の挨拶とさせていただきます。

明けましておめでとうございます。
昨年度に引き続き、今年度、女性委員長を

務めさせていただきます、TPSU砺波支部の
伊藤です。
委員歴としてはまだまだ浅いですが、皆様

のご協力およびご指導のもと活動してまいり
たいと思いますので、どうぞよろしくお願い
致します。
昨年度におきましては約2年ぶりとなるオフ

ラインでのセミナー開催ができ、Web参加も
含め多くの方にご参加いただきました。プリザーブドフラワー作
りでは手間どう場面もあったかと思いますが、楽しんで作業がで
きたのではないでしょうか。今年度につきましても情勢を鑑みな
がらにはなりますが、交流を増やせるようなイベントを企画して
まいります。
最後になりましたが、まずは健康第一で、皆様と交流できるこ

とを祈り、締めの挨拶とさせていただきます。本年もよろしくお
願い致します。

あけましておめでとうございます。
浦島新議長、大森新事務局長のもと、心

新たに初心にかえり日々の業務を頑張りた
いと思います。ご迷惑をお掛けすることも
多々あるかと存じますが、今年も昨年同様、
変わらぬご指導をよろしくお願い致します。
今年は癸卯（みずのと・う）です。調べ

てみると、物事の終わりと始まりを意味す
る「癸（みずのと）」。 安全や温和、また
跳ね上がるという意味のある「卯（う）」。 この組み合わせか
ら、これまでの努力が実を結び、勢いよく成長し飛躍するよう
な年になるといわれているそうです。これにあやかって実りの
ある１年にしていきたいと思います。
ボルファートとやまにお越しの際は、ぜひ電機連合富山地協

の事務所にお立ち寄りください。

特別常任幹事 浜守 秀樹（連合富山 会長）

新年あけましておめでとうございます。
皆様におかれましては、新型コロナウイルス
感染症の影響によって、今なお、制約ある生
活を強いられていることと、お察ししますと
ともに、謹んで新春のお慶びを申し上げます。
現在、我が国は構造的に生産年齢人口が減

少の一途をたどっており、コロナ禍から経済
が再生していく過程においても、「人材の確
保・定着」と「人材育成」に向けた職場の基
盤整備が重要であると考えます。連合ではす
べての働く者が「生きがい」「働きがい」を通じて豊かに働く
ことのできる社会をめざし、豊かな生活時間とあるべき労働時
間の確保、雇用の安定、均等・均衡待遇実現、人材育成と教育
訓練の充実など、「すべての労働者の立場にたった働き方」の
改善に取り組んでまいります。引き続き、皆様のご理解とご支
援をお願い申し上げます。
私たちが求める「働くことを軸とする安心社会」の実現に向

けて、引き続き、電機連合富山地協の加盟組織の皆様の一層の
ご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。本年も皆様に
とってご多幸でご健勝であられることを祈念申し上げ、新年の
挨拶といたします。

新年明けましておめでとうございます。
本年も宜しくお願いいたします。
昨年の第52回定期大会で事務局長に就任い

たしました大森です。出身は、ＴＰＳＵ魚津
支部です。これまでは、議長・委員長の立場
でしたが、今度は、議長・委員長を支える立
場に変わりましたので、初心に戻りこれまで
の組合経験を生かしながら活動していきたい
と思います。従来の活動に加え、多様性をお
互いが認め合いながら、新たな活動にも果敢
に挑戦していきたと思います。そして、加盟労組の皆様に頼りに
される富山地協にしていきたいと考えています。本年も富山地協
の活動に対しまして、皆様の変わらぬご支援、ご協力をお願い申
し上げるとともに、一刻も早く新型コロナウィルス感染拡大が収
束し、安心な生活が送れる事、そして組合員及びご家族にとって
幸多き年でありますよう心からご祈念申し上げ、年頭のご挨拶と
いたします。

事務局長 大森 仁



暮れも押し迫った12月23日（金）に恒例の共済加入推進担当者会議が開催されました。
今年は、新型コロナの感染が始まって以来のゆ～とりあ越中でのリアル+Ｗｅｂ併用での開
催とすることが出来ました。
電機連合福祉共済センターからは、森川事務局長、山上統括部長、こくみん共済coopの

山崎事務局長、山道部長、滝沢支所長、三井住友海上火災保険（株）松田課長、（株）
マックス遠山担当、野池推進役にご参加いただき、各加盟労組からは共済窓口となる書記長、
書記をはじめとする推進する立場の役員が参加し、総勢64名での開催となりました。
共済センターより、共済制度の現状、2023年の取組方針、加入率40%の意義、三井住友

海上火災保険㈱からは、共済の制度改定内容の説明、（株）マックスからは組織の紹介と20
23年の取り組みについて説明いただきました。

FPユニオンLaboのセミナーでは、講師の植田様から「VUCA時代を乗り切るために知って
おきたい資産運用の基礎知識」と題しましてご講演いただきました。資産運用におけるリス
ク回避など、資産運用に対する恐怖心が少しは緩和できたのではないかと考えます。現在、
物価高が家計を圧迫しておりますが、保障の見直しを行い、可処分所得を増やすのが第一歩
だと思います。
これからも福祉共済部会では、皆さんがベストな行動ができるよう、制度の勉強や共済の

紹介の機会を設けていきます。2023年も多数のご参加をお願いいたします。

2022年11月5日（土）に電機連合北陸信越ブロックユニオンセミナーが開催されました。事務局地協は石川となり、例
年同様に新型コロナウイルス感染対策としてWebを活用し、富山・石川・長野・福井・新潟の各地協会場をWebで繋ぎ、
地協単位での小規模集合型での開催となりました。
参加人数は五つの地協から91名となり、富山地協からは28名が参加しました。講演内容は、①『新たな運動・活動スタ

イルの確立に向けて』，②『近年の労働法制の動向と電機連合の考え方』，③『労働組合と共済活動について』の三つの
題目について電機連合より講師の方々から講演を受けました。②の講演では「女性活躍推進法の省令改正」についての話
もあり、日本のジェンダーギャップの実状や「男女の賃金の差異」など、組合として女性が働きやすい・活躍できる労働
条件に向けて注力していく必要があると再認識しました。また「副業・兼業」についても、今後の世の中の流れではニー
ズが増えていく事も想定されるので動向には注視して対応をしていきたいと思います。
今回のセミナーでは、私たちを取り巻く環境での電機連合の考え方や課題など様々な事を考え、学ぶことができた有意

義な内容でした。また、Webで五つの地協を繋いでの開催でしたが大きな問題もなく、Webによる参加のしやすさも考え
るとニューノーマルといった観点からもWebの活用は今後のコロナが終息した後でもスタンダードとして定着させていく
べきと感じました。

副議長 大﨑 大輝

副議長 後藤 肇



編集後記

いよいよ2023年がスタートしました。コロ
ナ禍に負けず沢山のインベトを企画したいと
思います。三役・常任幹事や青年委員会、女
性委員会の意見を頂きながら実施したいと思
います。乞うご期待ください。（大森）

2023年も魅力満載の共済制度！

第59回

私のお気に入りはランニング(ラン歴4年)でこれまでフルマラソン3回完走し、最高記録は5:02:57です。ランニングを
始めたきっかけはダイエットですが、目標がないと継続しないので、同僚の誘いもありフルマラソン完走という高い目標
を設定しました。当初は数百メートルも走らないうちにバテるというお粗末なものでしたが、同僚がいつも付き合ってく
れたおかげで、継続することができました。また、汗をかくことでストレス解消にもつながり、睡眠の質も改善しました。
やればやるほど体重が落ち、最初は嫌だった走ることが楽しいとまで思えるようになり、走る距離が伸び、速度も上がり、
遂にフルマラソンも完走できるまでになりました。
ひとえに私をランニングに誘い、練習に付き合ってくれた同僚のおかげと感謝しています。また、ランニングを通じて

労働組合が大事にするつながりを再認識できました。この経験を組合活動に活かすことを決意し、結びの言葉とさせて頂
きます。

次回のリレーコラムは、タワーパートナーズセミコンダクター労働組合魚津支部の横田委員長にお願いします。

アットフィールズテクノロジー労働組合 土井 仁志


